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主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
を
す
る

関
東
商
工
会
議
所
連
合
会
　
小
林
会
長

　
５
月
15
日（
水
）、
当
所
で
は
、

令
和
６
年
度
会
員
大
会
を
湯
本

富
士
屋
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
１

７
０
名
の
方
に
ご
参
加
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
第
一
部
で
、
令
和

５
年
度
活
動
報
告
を
映
像
で
振

返
り
、
そ
の
後
、
鈴
木
会
頭
が

　
今
年
度
の
活
動
方
針
に
新
た

に
加
え
ま
し
た
テ
ー
マ
「
世
代

を
超
え
て
、
国
境
を
超
え
て
」

の
う
ち
、
今
月
は
「
世
代
を
超

え
て
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

し
ま
す
。

　
若
い
人
た
ち
、
例
え
ば
、
最

近
よ
く
耳
に
す
る
「
Ｚ
世
代
」

（
１
９
９
０
年
代
半
ば
か
ら
２

０
１
０
年
代
序
盤
生
ま
れ
の
現

在
10
代
、
20
代
）
の
人
た
ち
に

い
か
に
会
議
所
の
活
動
に
関
わ

っ
て
も
ら
え
る
か
を
考
え
て
い

ま
す
。

　
先
日
、「
中
高
生
み
ら
い
Ｄ
Ｅ

Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
協

力
し
ま
し
た
。
小
田
原
で
中
高

生
向
け
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
研

修
事
業
を
展
開
し
て
い
る
「
一

令
和
６
年
度
所
信
と
活
動
計
画

を
説
明
し
ま
し
た
。
説
明
後
、

青
年
部
の
活
動
と
会
員
支
援
事

例
の
発
表
を
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し

て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。
基
調
講
演
と
し
て
、
ラ

般
社
団
法
人
　
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
　
Ｐ

Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
（
通
称

：

ふ
ろ

ぷ
ろ
）」
が
、
人
材
開
発
を
業

務
と
す
る
「
ビ
ズ
リ
ー
チ
社
」

が
こ
れ
ま
た
中
高
生
向
け
に
開

発
し
た
研
修
キ
ッ
ト
を
使
っ
て

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
集

ま
っ
た
中
高
生
15
名
を
少
人
数

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
こ
に

既
に
仕
事
を
し
て
い
る
大
人

（
こ
の
人
た
ち
を
会
議
所
が
紹

介
し
ま
し
た
）
に
加
わ
っ
て
も

ら
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
３

ス
テ
ッ
プ
で
す
。
ま
ず
、
ビ
ズ

リ
ー
チ
が
用
意
し
た
資
料
を
使

っ
て
、
今
は
ど
う
い
う
時
代
な

の
か
を
生
活
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
経

済
、
環
境
な
ど
の
面
か
ら
知
り
、

次
に
中
高
生
が
大
人
に
仕
事
の

内
容
や
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
質

問
を
し
、
大
人
が
答
え
ま
す
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
中
高
生

が
そ
れ
ぞ
れ
に
10
年
後
の
自
分

自
身
の
姿
を
描
い
て
発
表
し
ま

す
。

　
一
連
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

見
学
し
て
、
中
高
生
の
問
題
意

識
の
高
さ
と
そ
れ
を
し
っ
か
り

グ
ビ
ー
元
日
本
代
表
の
吉
田
義

人
氏
に
よ
り
「
ラ
グ
ビ
ー
か
ら

学
ぶ
組
織
論
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
ご
講
演
を
頂
き
、
終
了
後
は
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
第
三
部
で
は
、
会
員
交
流
会

を
実
施
し
、
参
加
者
同
士
で
親

睦
を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

総
務
課

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

と
言
語
化
し
発
信
で
き
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
あ
の
頃
の
私
と

比
べ
た
ら
、
恥
ず
か
し
さ
を
感

じ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者

で
あ
る
「
ふ
ろ
ぷ
ろ
」
も
ユ
ニ

ー
ク
で
す
。
組
織
の
代
表
は
20

代
の
女
性
、
事
業
の
対
象
は
中

高
生
、
そ
し
て
、
研
修
を
進
行

す
る
の
は
イ
ン
タ
ー
ン
の
大
学

生
と
全
て
Ｚ
世
代
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は

人
口
の
15
％
し
か
い
な
い
Ｚ
世

代
で
す
が
、
世
界
を
見
れ
ば
40

％
。
彼
ら
彼
女
ら
は
こ
れ
か
ら

の
10
年
、
20
年
、
30
年
の
世
の

中
の
主
役
に
な
る
人
た
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
増
大
す
る

で
あ
ろ
う
社
会
の
様
々
な
課
題
、

例
え
ば
、
経
済
的
な
格
差
、
社

会
の
分
断
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
環

境
問
題
、
気
候
変
動
な
ど
は
彼

ら
か
彼
女
ら
に
と
っ
て
は
ま
さ

に
自
分
ご
と
で
、
そ
の
解
決
へ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
大
人
た
ち
だ

け
に
は
任
せ
て
い
け
な
い
、
任

　
小
田
原
箱
根
地
域
の
事
業
所

で
行
わ
れ
て
い
る
、
気
候
変

動
・
省
エ
ネ
に
関
す
る
取
組
み

せ
て
お
け
な
い
と
感
じ
て
い
る

若
者
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
若
者
に
対
し
て
、
私
の
よ
う

な
シ
ニ
ア
世
代
は
「
若
者
を
育

て
て
あ
げ
よ
う
」
と
か
「
若
者

の
意
見
を
聴
こ
う
」
と
か
言
い

が
ち
で
す
が
、
実
は
、
自
分
で

考
え
行
動
で
き
る
力
を
持
っ
て

い
る
彼
ら
彼
女
ら
は
そ
ん
な
こ

と
は
望
ん
で
い
ず
、
た
だ
、
や

ら
せ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
は
彼
ら

が
自
由
に
考
え
実
行
で
き
る
環

境
整
備
な
の
で
は
な
い
か
。
大

人
と
呼
ば
れ
る
私
た
ち
が
取
る

べ
き
態
度
は
、
彼
ら
彼
女
ら
に

知
恵
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貸
し
て

ほ
し
い
と
お
願
い
す
る
こ
と
で

は
な
い
か
と
感
じ
る
こ
の
頃
で

す
。

　
地
元
に
も
素
敵
な
Ｚ
世
代
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
彼
ら
彼
女

ら
に
当
所
の
活
動
に
知
恵
と
力

を
借
り
よ
う
と
、
例
え
ば
、
現

在
準
備
中
の
小
田
原
箱
根
大
博

覧
会
の
企
画
と
運
営
に
も
関
わ

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
進
行
中
で

す
。
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
気
候
変
動
対
策
と
聞
く
と
難

し
く
大
掛
か
り
な
物
を
想
像
さ

　
関
東
１
都
８
県
の
１
０
３
商

工
会
議
所
の
会
頭
、
副
会
頭
、

専
務
理
事
な
ど
約
１
７
０
人
が

出
席
し
た
、「
第
67
回
関
東
商

工
会
議
所
連
合
会
総
会
」
が
、

５
月
30
日（
木
）、
湯
本
富
士
屋

ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
主
催

：

関
東
商
工
会
議
所
連

合
会
）

れ
る
事
が
多
い
で
す
が
、
ま
ず

は
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
。
こ

ま
め
な
消
灯
、
空
調
の
設
定
温

度
の
見
直
し
な
ど
業
種
を
問
わ

ず
に
出
来
る
事
や
、
廃
棄
物
と

し
て
捨
て
て
い
た
物
で
新
た
な

商
品
を
作
り
出
す
と
い
っ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
取
組
み
な
ど
、
規
模

を
問
わ
ず
幅
広
く
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
大
賞
・
特
別
賞
を
授
与
さ
れ

た
際
は
副
賞
の
授
与
お
よ
び
会

員
表
彰
式
（
令
和
６
年
10
月
25

日
）
で
表
彰
し
、
地
域
で
の
気

候
変
動
対
策
・
省
エ
ネ
対
策
の

普
及
と
推
進
の
好
事
例
と
し
て

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】

　
事
業
所
・
団
体
で
実
施
し
て

い
る
気
候
変
動
の
緩
和
や
環
境

保
全
に
関
す
る
取
組
み

　
当
所
か
ら
は
鈴
木
会
頭
、
鈴

木
副
会
頭
、
岩
瀬
副
会
頭
、
生

田
副
会
頭
、
山
本
専
務
理
事
が

参
加
。
当
日
は
、
来
賓
と
し
て
、

神
奈
川
県
黒
岩
知
事
、
小
田
原

市
加
藤
市
長
、
箱
根
町
勝
俣
町

長
、
関
東
経
済
産
業
局
太
田
局

長
に
ご
臨
席
賜
り
、
お
祝
い
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
議
案
審
議

に
先
立
ち
、
永
年
に
亘
り
、

商
工
業
の
発
展
に
寄
与
し

た
役
員
と
議
員
計
89
人
が

関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰

を
、
地
域
経
済
の
振
興
や

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
商

工
会
議
所
の
知
名
度
向
上

な
ど
顕
著
な
貢
献
を
し
て

い
る
１
０
３
の
企
業
・
団

体
が
ベ
ス
ト
ア
ク
シ
ョ
ン

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ベ
ス
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
表
彰

で
は
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
、
宮
ノ
下
商
店
会
嶋
会

【
募
集
対
象
】

　
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
会

員
事
業
所
ま
た
は
団
体
で
主
た

る
活
動
の
場
が
小
田
原
箱
根
地

域
で
あ
る
こ
と

【
募
集
期
間
】

令
和
６
年
６
月
20
日（
木
）〜
令

和
６
年
７
月
31
日（
水
）〈
必
着
〉

【
副
賞
】

大
　
賞
　
賞
金
10
万
円

特
別
賞
　
賞
金
２
万
円

【
応
募
方
法
】

　
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
Ｈ

Ｐ
よ
り
応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、
必

要
事
項
を
入
力
の
上
メ
ー
ル

（so
d
a
n
@
o
d
a
w
a
ra
-cci.

o
r.jp

）
に
て
応
募
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
一
課

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

長
が
永
年
、
宮
ノ
下
で
の
ま
ち

歩
き
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
知
名

度
向
上
、
リ
ピ
ー
タ
ー
増
加
に

よ
る
地
域
活
性
化
が
評
価
さ
れ
、

関
東
商
工
会
議
所
連
合
会
小
林

会
長
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
令
和
５
年
度
事

業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
令

和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）、

収
支
予
算
（
案
）
等
が
審
議
さ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
特
別
講
演
会
と
し

て
、
２
０
２
７
年
に
横
浜
で
開

催
さ
れ
る
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ

国
際
園
芸
博
に
ち
な
み
「
Ｎ
ｂ

Ｓ
の
思
想
　
〜
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ

Ｍ
Ａ
国
際
園
芸
博
（
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

Ｎ
×
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
７
）〜
」

と
題
し
て
、
２
０
２
７
年
国
際

園
芸
博
覧
会
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

で
、
造
園
家
の
涌
井
史
郎
氏
か

ら
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
、
小
田
原
観
光
コ
ー

ス
と
箱
根
観
光
コ
ー
ス
、
箱
根

カ
ン
ト
リ
ー
で
の
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
と
３
コ
ー
ス
を
参
加
者
に
選

ん
で
い
た
だ
き
、
小
田
原
・
箱

根
の
魅
力
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

会
頭
コ
ラ
ム（
第
101
回
）

会
頭
　
鈴
木 

悌
介

後
生
、
畏
る
べ
し

会
員
大
会
に
て
挨
拶
を
す
る

鈴
木
会
頭

ラ
グ
ビ
ー
元
日
本
代
表
の

吉
田
義
人
氏
に
よ
る
基
調
講
演

「スポーツによるまちづくり」をテーマ
にパネルディスカッションも実施
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❖
❖

会
員
大
会
を
開
催

ラ
グ
ビ
ー
元
日
本
代
表 

吉
田
義
人
氏
に
よ
る

基
調
講
演
会
も
実
施
し
ま
し
た

皆
様
か
ら
の
ご
応
募
・
ご
推
薦
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

気
候
変
動
対
策
・
省
エ
ネ
に
関
す
る
取
組
み
を
表
彰
し
ま
す！

（5月15日）

令　

和

６
年
度

第3回

　
　
当
所
が
ホ
ス
ト
会
議
所
と
し
て

　
　
　「
湯
本
富
士
屋
ホ
テ
ル
」に
て
開
催

「　

関
東
商
工
会
議
所
連
合
会
総
会
」

第67回

（5月30日）

「
小
田
原
箱
根

気
候
変
動
ア
ワ
ー
ド
」

知
り
た
い 

を

伝
え
た
い！
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明るく居心地のよい店内

　
今
年
春
、
栄
町
に
新
し
く

オ
ー
プ
ン
し
た
ヘ
ア
サ
ロ
ン

「
Ｃ
ｅ
ｌ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
」。
小
田
原

に
移
住
し
て
８
年
目
に
な
る
オ

ー
ナ
ー
の
舘
林
さ
ん
は
、
商
工

会
議
所
の
相
談
窓
口
を
利
用
し

て
ヘ
ア
サ
ロ
ン
を
オ
ー
プ
ン
さ

せ
ま
し
た
。

　「
父
に
髪
を
切
ら
れ
て
い
て

支
援
、
地
域
で
の
経
済
循
環
や

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
目
指
し
て
、「
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

（
小
田
原
箱
根
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ン
ソ
シ
ア
ム
）
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
」
を
組
織
し
、
次
の
４
つ
の

柱
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
会
員
企
業
の
省
エ
ネ
の
推
進

　
経
済
産
業
省
の
中
小
企
業
向

け
の
省
エ
ネ
診
断
の
支
援
事
業

で
あ
る
「
省
エ
ネ
お
助
け
隊
」

を
活
用

②
小
田
原
市
の
脱
炭
素
先
行
地

域
へ
の
協
力

③
行
政
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
の
計
画
等
へ
の
意
見
具
申

④
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
会
員

へ
の
啓
発
や
情
報
提
供

　
今
月
号
（
２
０
２
４
年
６
月

号
）
か
ら
、
会
員
事
業
者
の
皆

様
に
役
立
つ
情
報
を
こ
の
紙
面

に
て
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
今
後
の
事
業
活
動
に
是
非

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
今
月
は
神
奈
川
県
の
支
援
メ

　
当
所
で
は
、
会
員
企
業
の
脱

炭
素
へ
の
具
体
的
な
取
組
み
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
減
の

ほ
ぼ
坊
主
だ
っ
た
」
と
い
う
幼

少
期
か
ら
反
骨
精
神
で
美
容
師

の
道
へ
進
み
、
今
で
は
13
年
と

い
う
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
独

立
。
独
立
を
き
め
た
当
初
は
、

何
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら

ず
と
り
あ
え
ず
不
動
産
屋
さ
ん

を
転
々
と
し
て
お
り
、
そ
の
間

に
た
ど
り
着
い
た
の
が
商
工
会

ニ
ュ
ー
を
２
つ
紹
介
し
ま
す
。

〈
省
エ
ネ
診
断
〉

　
無
料
の
省
エ
ネ
診
断
が
５
月

１
日
よ
り
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

令
和
６
年
５
月
１
日
か
ら
令
和

７
年
１
月
31
日
ま
で

【
募
集
件
数
】

先
着
順
１
０
０
件
を
上
限

　
中
小
企
業
等
が
県
内
に
所
有

す
る
事
業
所
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
状
況
を
診
断
し
、
そ
の

状
況
に
応
じ
て
効
果
的
な
省
エ

ネ
策
を
提
案
す
る
も
の
で
す
。

診
断
は
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た
専

門
家
が
行
い
、
費
用
は
無
料
で

す
。
設
備
導
入
義
務
が
生
ず
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
安
心

し
て
診
断
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
診
断
の
流
れ
は
上
記
の
図
と

な
り
ま
す
。
診
断
を
受
け
る
と

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

①
月
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
や

光
熱
費
が
グ
ラ
フ
化
さ
れ
る
こ

と
で
、
光
熱
費
の
ム
ダ
が
見
つ

か
り
ま
す
。

②
使
用
状
況
確
認
の
上
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
よ
い
設
備
機

器
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
、
初

期
投
資
＝
０
円
で
す
ぐ
に
実
践

で
き
る
方
策
を
設
備
ご
と
に
紹

介
し
て
も
ら
え
ま
す
。

議
所
。「
商
工
会
議
所
に
は
創

業
の
際
の
不
動
産
契
約
に
つ
い

て
説
明
し
て
も
ら
っ
た
り
、
お

金
周
り
の
相
談
に
の
っ
て
も
ら

い
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
具
体
的

に
進
む
こ
と
が
で
き
と
て
も
お

世
話
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
店
名
で
あ
る
「
Ｃ
ｅ
ｌ
ｅ
ｓ

ｔ
ｅ
」
は
イ
タ
リ
ア
語
で
「
青

③
新
規
設
備
導
入
や
既
存
設
備

の
更
新
に
か
か
る
投
資
費
用
・

コ
ス
ト
削
減
金
額
を
設
備
ご
と

に
試
算
し
、
投
資
費
用
の
回
収

年
数
ま
で
試
算
し
て
も
ら
え
ま

す
。

〈
設
備
更
新
に
対
す
る
補
助
金
〉

　
設
備
更
新
を
お
考
え
の
方
に

と
っ
て
、
補
助
金
を
使
っ
て
の

更
新
を
考
え
ら
れ
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
神
奈
川
県
で
は

５
０
０
万
円
を
上
限
と
す
る

（
県
が
指
定
し
た
要
件
を
満
た

す
場
合
は
６
０
０
万
円
上
限
）

設
備
導
入
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

令
和
６
年
６
月
３
日
か
ら
令
和

６
年
12
月
27
日
ま
で

予
算
枠
に
達
し
た
際
は
期
間
中

で
も
終
了

【
対
象
設
備
】

　
空
気
調
和
設
備
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
設
備
、
ボ
イ
ラ
ー
、
給
湯
設

備
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
、
変
圧

器　
申
請
に
当
た
り
、
設
備
導
入

補
助
事
業
の
実
施
に
よ
り
削
減

さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
二
酸

化
炭
素
排
出
量
が
年
間
３
ト
ン

以
上
で
あ
る
こ
と
が
要
件
に
な

り
ま
す
が
、
省
エ
ネ
診
断
で
は

こ
の
基
準
に
合
致
す
る
か
ど
う

か
も
提
示
さ
れ
ま
す
。
更
に
、

空
」
と
い
う
意
味
。
舘
林
さ
ん

の
愛
車
の
色
で
あ
る
チ
ェ
レ
ス

テ
カ
ラ
ー
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
青
空
か
ら
連
想
さ
れ
る
爽
や

か
さ
や
晴
れ
や
か
さ
が
店
内
に

も
反
映
さ
れ
て
お
り
と
て
も
居

心
地
の
良
い
空
間
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
内
装
は
奥
さ
ん
が
手

が
け
て
い
て
、
ご
夫
婦
の
こ
だ

わ
り
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
も
店

内
か
ら
伝
わ
る
温
か
さ
に
繋
が

っ
て
い
ま
す
。

　
客
層
は
10
代
か
ら
50
代
と
幅

広
く
、
小
田
原
市
内
だ
け
で
な

く
山
北
町
や
箱
根
町
、
静
岡
県

御
殿
場
市
な
ど
か
ら
も
来
て
い

ま
す
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
ヶ
月

に
し
て
３
０
０
人
を
超
え
る
方

が
利
用
し
て
お
り
、
既
に
た
く

指
定
さ
れ
た
設
備
の
他
に
も
、

こ
の
診
断
事
業
で
提
案
さ
れ
た

設
備
に
対
し
て
は
補
助
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
冷
凍
・
冷
蔵
設

備
な
ど
指
定
設
備
以
外
の
設
備

更
新
を
計
画
さ
れ
て
い
る
事
業

者
に
は
お
薦
め
で
す
。

　
ま
た
経
産
省
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
投
資
促
進
支
援
事
業
費
設

備
単
位
型
補
助
金
で
は
対
象
と

な
ら
な
い
、
照
明
設
備
、
設
計

費
、
設
備
費
、
工
事
費
に
か
か

る
費
用
も
補
助
対
象
に
な
る
の

で
県
の
設
備
導
入
補
助
金
は
使

い
勝
手
が
よ
い
の
が
特
徴
で
す
。

県
の
診
断
件
数
が
１
０
０
件
に

達
し
募
集
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
で
も
、
国
の
省
エ
ネ
診

断
事
業
「
省
エ
ネ
お
助
け
隊
」

（
一
部
有
料
か
つ
条
件
付
き
）

が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
当
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

※
「
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
（
小
田
原
箱
根

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
ソ
シ
ア
ム
）

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
は
当
商
工

会
議
所
工
業
も
の
づ
く
り
部
会
、

建
設
・
不
動
産
部
会
、
金
融
庶

業
部
会
お
よ
び
（
一
社
）
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
経
済
を
考
え
る
経

営
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
、
外

部
有
識
者
等
か
ら
構
成
さ
れ
る

組
織

さ
ん
の
方
に
愛
さ
れ
て
い
る
お

店
で
す
。
今
年
中
に
隣
の
空
い

て
い
る
物
件
に
奥
様
の
ま
つ
毛

エ
ク
ス
テ
の
お
店
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
、
ご
夫
婦
で
経
営
し
た
い

と
い
う
構
想
も
。

　
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
寄
り

添
っ
た
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
型
が
魅

力
で
多
く
の
方
に
愛
さ
れ
て
い

る
Ｃ
ｅ
ｌ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
を
是
非
訪

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

【
お
問
合
せ
】

Ｃ
ｅ
ｌ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
〈
チ
ェ
レ
ス
テ
〉

小
田
原
市
栄
町
１

－

６

－

12

白
バ
ラ
ビ
ル
４
Ｆ
　
Ｃ
Ｄ
号
室

営
業
時
間
　
９
時
00
分
〜
21
時

00
分
（
カ
ッ
ト
最
終
受
付
　
20

時
30
分
）

定
休
日
　
不
定
休

　
５
月
15
日
に
開
催
し
た
会
員

大
会
で
は
、
初
の
試
み
と
し
て
、

経
営
相
談
員
に
よ
る
、
会
員
事

業
所
支
援
事
例
紹
介
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
、
神
田
農
園
代
表
の
神

田
智
充
氏
と
当
所
職
員
の
小
林

が
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
同
農
園
の
代
表
で
あ

る
神
田
さ
ん
は
、
小
田
原
市
寿

町
に
て
40
年
近
く
胡
蝶
蘭
栽
培

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
胡
蝶
蘭
の
株
の

輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
。
輸
入
再
開

の
目
途
も
立
た
ず
、
廃
業
も
視

野
に
商
工
会
議
所
に
相
談
さ
れ

た
の
が
出
会
い
の
き
っ
か
け
で

し
た
。
胡
蝶
蘭
の
株
の
輸
入
再

開
を
待
つ
か
、
廃
業
か
、
作
物

転
換
か
と
い
う
中
で
、
会
議
所

と
し
て
４
つ
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

　
１
つ
目
の
支
援
は
作
物
転
換

の
助
言
。
当
所
支
援
メ
ニ
ュ
ー

で
あ
る
専
門
家
派
遣
制
度
を
活

用
し
、
生
産
農
家
支
援
に
熟
知

し
た
専
門
家
を
招
聘
。
専
門
家

か
ら
、「
き
く
ら
げ
を
栽
培
し

た
ら
ど
う
か
」
と
い
う
提
案
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
既
存
設
備

を
最
小
限
の
投
資
を
も
っ
て
転

換
で
き
、
国
産
の
流
通
量
も
少

な
く
十
分
可
能
性
の
あ
る
食
材

で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
作
物
転

換
へ
舵
を
切
り
ま
し
た
。

　
２
つ
目
の
支
援
は
、
転
換
に

活
用
で
き
る
補
助
金
の
申
請
支

援
。
当
時
、
農
林
水
産
省
で
公

募
が
か
か
っ
て
い
た
経
営
継
続

補
助
金
の
申
請
支
援
を
行
い
ま

し
た
。
販
路
回
復
・
開
拓
や
事

業
継
続
・
転
換
の
た
め
の
機

械
・
設
備
の
導
入
な
ど
に
活
用

で
き
る
補
助
金
で
、「
商
い
」
の

視
点
か
ら
申
請
書
の
書
き
方
を

ア
ド
バ
イ
ス
。
Ｊ
Ａ
さ
ん
と
連

携
し
な
が
ら
無
事
申
請
に
間
に

合
い
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
つ
目
の
支
援
は
、
転
換

に
必
要
な
資
金
の
確
保
の
支

援
。
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
補
助
金

の
申
請
書
を
持
参
し
説
明
。
補

助
金
採
択
が
評
価
に
つ
な
が
っ

て
、
融
資
実
行
ま
で
も
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
、
補
助
金
と
最
小
限

の
融
資
で
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
４
つ
目
の
支
援
は
販
路
開

拓
・
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
。
数
々

の
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
と
と
も
に
、
神
田
さ
ん
の
お

人
柄
や
個
性
を
考
慮
し
な
が
ら

マ
ッ
チ
ン
グ
を
は
か
り
ま
し
た
。

　
４
つ
の
支
援
を
受
け
て
事
業

に
邁
進
す
る
神
田
さ
ん
。
予
定

に
は
な
か
っ
た
５
つ
目
の
支
援

は
、
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
へ

の
支
援
で
し
た
。
小
田
原
市
の

給
食
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い

た
ら
ど
う
か
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

地
産
地
消
の
一
つ
と
し
て
給
食

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

規
格
外
で
出
荷
で
き
な
い
も
の

や
過
剰
生
産
と
な
っ
た
野
菜
の

利
活
用
に
つ
い
て
、
工
業
も
の

づ
く
り
部
会
事
業
の
製
造
業
巡

回
を
き
っ
か
け
に
会
員
の
食
品

製
造
事
業
者
と
生
産
農
家
５
〜

６
名
と
マ
ッ
チ
ン
グ
。
活
用
方

法
に
つ
い
て
定
期
的
な
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
行
い
、
商
品
開
発
に

つ
な
が
る
な
ど
神
田
さ
ん
自
身

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
最
近
、
多
く
の
ご
支
援
先
か

ら
「
農
家
っ
て
会
議
所
に
相
談

で
き
な
い
と
思
っ
た
よ
」
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。
農
業
と
商
工

業
の
壁
・
イ
メ
ー
ジ
を
無
く
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
さ
ん
と
会
議
所
の
双
方
の

特
色
を
生
か
し
な
が
ら
一
体
と

な
っ
て
支
援
を
進
め
、
お
ひ
と

り
お
ひ
と
り
の
課
題
に
合
っ
た

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
支
援
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
生
産
農
家

さ
ん
と
と
も
に
歩
み
、
と
も
に

成
長
し
て
い
く
関
係
性
を
こ
れ

か
ら
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
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神田農園　代表　神田 智充氏

「Celeste」代表　舘林 孝正氏

01

申込み

必要事項を入力し
電子申請。

実施決定の
通知

５営業日以内にメー
ルによる通知。

事前調査

エネルギー使用実
績や施設の稼働状
況等に関するアン
ケートに回答。

訪問調査

ヒアリングと現地調
査を実施。

診断結果の
送付

メールによる報告
書の送付（訪問から
１ヶ月程度）。

報告会の
開催

Web会議システム
等による報告（30
分～１時間）。

02 03 04 05 06 創業者連載

「Ｃｅｌｅｓｔｅ」代表　舘林 孝正氏

居心地の良い空間がひろがるヘアサロンを
市内栄町にオープン

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
耳
よ
り
情
報

「
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
各
種
情
報
提
供

ともに歩み ともに育む
「神田農園 神田智充氏の支援事例紹介」

会員事業所支援事例

チ ェ レ ス テ

メ
ル
マ
ガ
会
員
募
集
中
！　
補
助
金
情
報
等
配
信
中
で
す
。
詳
細
は
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

年に１回の法定健康診断（義務）は、
小田原箱根健診クリニックで。

（小田原駅直結、ミナカ小田原内）

法定健康診断 14,000 円（税込）
深夜業健康診断 5,900 円（税込）
簡易健康診断 5,900 円（税込）

〒250-0011 小田原市栄町1-1-15 ミナカ小田原 7 階

ご予約はお電話にて　℡ 0465-24-0077

法定健康診断 14,000 円（税込）
深夜業健康診断 5,900 円（税込）
簡易健康診断 5,900 円（税込）

小田原市、箱根町の経営者の皆様へ
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失
業
給
付
に
つ
い
て
は
、
原

則
の
給
付
制
限
期
間
も
、
現
状

の
２
カ
月
間
か
ら
１
カ
月
間
へ

短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
施
行
日
は
、
令
和
７
年
４
月

１
日
）

　
ま
た
、
教
育
訓
練
給
付
の
拡

充
と
し
て
、
教
育
訓
練
給
付
金

の
給
付
率
を
70
％
か
ら
80
％
に

引
き
上
げ
る
こ
と
や
（
施
行

日
は
、
令
和
６
年
10
月
１
日
）、

教
育
訓
練
の
た
め
の
休
暇
を
取

得
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る

「
教
育
訓
練
休
暇
給
付
金
」
も

創
設
さ
れ
（
施
行
日
は
、
令
和

７
年
10
月
１
日
）、
教
育
訓
練

や
リ
・
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
の
充

実
も
図
ら
れ
ま
す
。
詳
細
は
、

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
）

宮
川
・
神
蔵
社
会
保
険
労
務
士

法
人

【
お
問
合
せ
】

宮
川
・
神
蔵
社
会
保
険
労
務
士

法
人

☎
０
４
６
５（
63
）３
３
１
８

　
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
者
に

つ
い
て
、
現
行
の
所
定
労
働
時

間
が
週
20
時
間
以
上
の
労
働
者

か
ら
、
週
10
時
間
以
上
の
労
働

者
に
拡
大
す
る
こ
と
な
ど
を
主

な
内
容
と
し
た
改
正
雇
用
保
険

法
等
が
、
５
月
10
日
の
参
議
院

本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
パ
ー
ト
や
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
短
時
間
で
働
く

人
も
、
失
業
給
付
や
育
児
休
業

給
付
、
教
育
訓
練
給
付
な
ど
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
施
行
日
は
、
令
和
10
年
10
月

１
日
）

　
そ
の
他
、
自
己
都
合
退
職
者

が
失
業
給
付
を
受
給
す
る
際
に
、

現
状
は
待
機
満
了
の
翌
日
か
ら

原
則
２
カ
月
間
（
５
年
以
内
に

２
回
を
超
え
る
場
合
は
３
カ

月
）
の
給
付
制
限
期
間
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
改
正
後
は
、

離
職
期
間
中
や
離
職
日
前
１
年

以
内
に
自
ら
教
育
訓
練
を
行
っ

た
場
合
に
は
、
給
付
制
限
が
解

除
さ
れ
、
す
ぐ
に
失
業
給
付
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
６
月
11
日
、
神
奈

川
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の
井

村
専
務
理
事
、
加
川
事
務
局
長

ら
は
、
神
奈
川
労
働
局
に
て
神

奈
川
労
働
局
長
ら
に
、
最
低
賃

金
の
審
議
に
つ
い
て
の
要
請
を

し
ま
し
た
。
要
請
の
具
体
的
な

内
容
は
、
①
各
種
指
標
・
デ
ー

　
神
奈
川
県
で
は
、
電
気
代
高

騰
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

中
小
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、

特
別
高
圧
に
よ
り
受
電
す
る
神

奈
川
県
内
の
商
業
施
設
や
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
に
入
居
す
る
中
小
事

業
者
に
給
付
金
を
支
給
い
た
し

ま
す
。

【
目
的
】

　
特
別
高
圧
電
力（
※
）を
受
電

す
る
中
小
事
業
者
の
電
気
代
高

騰
に
よ
る
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

※
低
圧
、
高
圧
受
電
施
設
は
、

国
（
経
済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
）
に
よ
る
補
助
が
行

わ
れ
て
い
る
た
め
本
支
援
の
対

タ
に
よ
る
明
確
な
根
拠
の
も
と

で
納
得
感
の
あ
る
水
準
の
決
定

②
同
一
県
内
に
あ
っ
て
も
地
域

の
実
態
を
踏
ま
え
た
き
め
細
や

か
な
制
度
設
計
の
導
入
③
中
小

企
業
が
自
発
的
・
持
続
的
に
賃

上
げ
で
き
る
環
境
の
整
備
推
進

④
改
定
後
の
最
低
賃
金
の
発
行

日
を
年
度
当
初
と
す
る
よ
う
制

度
の
変
更
の
４
点
と
な
っ
て
い

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
支
援
額
・
支
援
対
象
期
間
】

　
特
別
高
圧
に
よ
り
受
電
す
る

施
設
に
、
令
和
６
年
１
月
か
ら

３
月
ま
で
継
続
し
て
入
居
し
て
、

そ
の
期
間
の
費
用
を
負
担
し
て

い
る
事
業
者
に
給
付
い
た
し
ま

す
。
１
事
業
者
あ
た
り

：

一
律

10
万
円
分
（
３
か
月
分
）

【
申
請
受
付
期
間
】

令
和
６
年
７
月
31
日（
水
）

【
申
請
対
象
者
】

　
以
下
の
全
て
に
当
て
は
ま
る

中
小
事
業
者

①
神
奈
川
県
内
に
事
業
所
が
あ

る
こ
と

②
特
別
高
圧
に
よ
り
受
電
す
る

ま
す
。

　
特
に
②
に
つ
い
て
は
、
小
田

原
・
箱
根
地
域
が
該
当
す
る
県

境
の
地
域
に
お
い
て
は
、
隣
接

県
と
同
じ
地
域
経
済
圏
に
あ
り

な
が
ら
、
人
件
費
の
負
担
が
重

く
、
経
済
活
動
に
お
い
て
隣
接

県
の
企
業
と
の
競
争
に
不
利
益

を
生
じ
て
い
る
事
か
ら
毎
年
、

強
く
要
請
を
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
、
当
所
は
、
ク

ラ
ウ
ド
継
業
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｙ
（
リ
レ
イ
）」

神
奈
川
県
内
の
商
業
施
設
や
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
に
入
居
し
て
、
当

該
電
力
を
使
用
し
、
そ
の
費
用

を
負
担
し
て
い
る
事
業
所
で
あ

る
こ
と

③
み
な
し
大
企
業
等
を
除
く
中

小
企
業
等
で
あ
る
こ
と

④
国
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体

が
行
う
、
本
給
付
金
と
同
時
期

及
び
同
一
事
業
所
に
対
す
る
電

気
料
金
の
補
助
を
申
請
及
び
受

給
し
て
い
な
い
こ
と

※
そ
の
他
、
詳
細
の
条
件
は
、

神
奈
川
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

神
奈
川
県
特
別
高
圧
受
電
者
支

援
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０（
３
３
１
０
）５
９
１
６

（
受
付
時
間
　
平
日
９
時
〜
19

時
ま
で
　
土
日
・
祝
日
を
除

く
）

を
運
営
す
る
㈱
ラ
イ
ト
ラ
イ
ト

と
連
携
し
、
事
業
承
継
支
援
を

行
う
取
組
み
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
連
携
の
一
環
と

し
て
、
現
地
の
後
継

者
問
題
を
解
決
す
る

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ

ト
「
ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｙ
 

ｔ
ｈ
ｅ
　
ｌ
ｏ
ｃ
ａ

ｌ
（
リ
レ
イ
　
ザ
　

ロ
ー
カ
ル
）」
の
会

議
所
版
「
ｒ
ｅ
ｌ
ａ

ｙ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｌ
ｏ

ｃ
ａ
ｌ
　
小
田
原
箱

根
商
工
会
議
所
」
を

立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

　「
ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｙ
　

　
１
月
１
日
に
発
生
し
た
「
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
で
は
、

北
陸
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被

害
が
あ
り
、
そ
の
後
も
、
日
本

各
地
で
、
震
度
５
程
度
の
地
震

が
相
次
い
で
い
ま
す
。
小
田
原

箱
根
地
域
で
も
い
つ
大
地
震
が

発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
第

一
部
で
、
大
地
震
が
発
生
し
た

場
合
に
何
が
必
要
な
の
か
、
震

災
後
の
対
応
を
テ
ー
マ
と
し
、

企
業
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
・
事
業
継
続
力

強
化
支
援
）
が
準
備
し
て
お
く

べ
き
備
え
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
第
二
部
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
を
策
定
す
る
に

は
、
負
担
が
大
き
い
小
規
模
事

業
者
を
対
象
に
最
低
限
決
め
て

お
く
べ
き
項
目
に
絞
り
込
ん
だ

「
簡
易
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
の
策
定
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

令
和
６
年
７
月
12
日（
金
）

14
時
00
分
〜
16
時
00
分
（
受
付

開
始
　
13
時
30
分
か
ら
）

ｔ
ｈ
ｅ
　
ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
」
は
、

ク
ラ
ウ
ド
継
業
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｙ
（
リ

レ
イ
）」
と
地
方
自
治
体
等
が

連
携
し
事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
イ
ト
を
共
同
運
営
す
る
取
組

み
で
す
。

　
㈱
ラ
イ
ト
ラ
イ
ト
か
ら
事
業

承
継
を
検
討
さ
れ
て
い
る
管
内

の
事
業
者
の
方
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
や
取
材
、
サ
イ
ト
を
通
じ
た

紹
介
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

る
一
方
、
当
所
は
、
事
業
譲
渡

希
望
者
や
後
継
者
候
補
へ
の
専

門
家
の
派
遣
や
融
資
な
ど
の
支

援
を
実
施
し
、
双
方
で
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
支
援
を
進
め
て
お
り
、

　
当
所
で
は
、「
制
度
改
正
等

の
課
題
解
決
環
境
整
備
事
業
」

に
よ
る
各
種
専
門
家
の
派
遣
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
で
は
、「
働
き
方
改

革
関
連
法
な
ど
の
労
働
法
制
や

税
制
度
等
の
各
種
制
度
改
正
へ

の
対
応
」、「
デ
ジ
タ
ル
化
や
グ

リ
ー
ン
化
へ
の
対
応
」、「
生
産

性
向
上
へ
の
取
組
」、「
複
雑

化
・
高
度
化
す
る
多
様
な
経
営

課
題
」
の
諸
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
必
要
と
す
る
事
業
所
へ

専
門
家
の
派
遣
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。

【
場
所
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

２
階
会
議
室

【
内
容
】

第
一
部
「
大
地
震
が
発
生
し
た

際
の
対
応
と
備
え
」

第
二
部
「
簡
易
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策

既
に
、
何
件
か
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
支
援
を
ご
検
討
さ
れ
る
方
は

是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

親
族
内
承
継
や
従
業
員
承
継
な

ど
を
ご
検
討
さ
れ
て
い
る
方
の

ご
支
援
も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま

す
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
部

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
専
門
家
を
派
遣
す
る
に
は
、

ま
ず
各
種
制
度
改
正
に
対
す
る

課
題
に
つ
い
て
当
所
職
員
に
ご

相
談
し
て
頂
き
、
そ
の
課
題
解

決
に
適
切
な
専
門
家
を
派
遣
す

る
必
要
が
あ
れ
ば
専
門
家
派
遣

を
実
施
し
ま
す
。
派
遣
の
費
用

は
無
料
で
課
題
解
決
の
状
況
に

よ
り
、
複
数
回
（
最
大
３
回
）

の
派
遣
も
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
部

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

定
に
つ
い
て
」

【
講
師
】

藤
田
千
春
氏
（
中
小
企
業
診
断

士
・
東
京
都
中
小
企
業
診
断
士

協
会
地
域
支
援
部
長
）

【
お
申
込
み
】

左
記
、
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

令和６年４月16日～
５月15日までの入会の方新しい会員さんです

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

事業所名 代表者名 住　　所 TEL 事業内容

Ｒ.Ｓ.Ｃ 本多竜示 小田原市酒匂
968‒29

080-6733-
9877 鳶工

エスマジック 澤田康永 小田原市穴部
新田22

090-2401-
4159

自動車ディテーリング
業

合同会社lanakira 津田久美子 小田原市下大井58‒6
070-4128-
8644 印刷業、デザイン業

株式会社ナチュレ 大曽根一成 小田原市前川435‒2
0465-20-
6400

食品卸、製造（ぜりー
関係）

一般財団法人ロイヤルブルー
ティー・茶宴・愉茶振興会 佐藤節男 茅ケ崎市本宿

町2‒8
0467-50-
0806

本物のお茶を伝える為茶宴愉茶の新
しい生活文化を普及促進する事業

株式会社陽光 瀬戸喜代子 小田原市久野857‒3
090-2315-
6519 駐車場管理

わんぷらす 風間由美子 小田原市成田423‒6
070-9095-
8710 トリミングサロン

Jack Enterprise㈱ 八田明久 小田原市中里
203‒7

0465-20-
7792

不動産取引、輸入雑貨
販売

髙橋工作所 髙橋茂一 南足柄市塚原
5022

090-1205-
0576 溶接業

やすらぎ治療院 菊地善一 小田原市栄町
1丁目16‒13

0465-55-
8557

はりきゅう、マッサー
ジ治療

箱根プレザントサービス㈱ 長峯昭彦 小田原市城山
3丁目22‒6

0465-22-
4307

清掃業、物販飲食業、
警備業

モリノ コドウ ハコネ 及川　瞭 箱根町仙石原
533-1-102

080-3419-
4736 ガイド業

「
改
正
雇
用
保
険
法
」が
成
立

雇
用
保
険
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

神奈川労働局長へ要請する
井村専務理事（左）

神奈川労働局長へ
「最低賃金の審議」
について要請

事業承継を検討されている皆様へ
事業承継のマッチングサイト
「relay」へ是非登録を

神
奈
川
県

　
特
別
高
圧
受
電
者
支
援
給
付
金

（
商
業
施
設
・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
向
け
）

〈
申
請
期
限　
令
和
６
年
７
月
31
日
ま
で
〉

防
災
セ
ミ
ナ
ー
（
７
月
12
日
）

を
開
催

「
大
地
震
が
発
生
し
た
際
の
対
応
と
備
え
」

「
簡
易
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
つ
い
て
」

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

「
専
門
家
派
遣
事
業
」の
実
施
に
つ
い
て

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

メ
ル
マ
ガ
会
員
募
集
中
！　
補
助
金
情
報
等
配
信
中
で
す
。
詳
細
は
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

人と医療の間に「全て孝徳の心」
（第42回母指堂標語）

鍼灸
　指圧
　　接骨
安心の保険診療  交通事故 労災 鍼灸指圧の保険適応症
専門医連携の責任診療  骨折 脱臼 捻挫 打撲 肉離れ
Tel. 0465-66-5544　　朝８時～夜９時

●アクセス●
小田原駅東口⑦番バス国府津行
「小田原東高」停留所　P50台
●診療項目●
 鍼灸マッサージ　整骨　整体　矯正
カイロプラクティック　オステオパシー
      　　　医薬品登録販売者エコー検査

笑 顔 の 輝 き
・ 笑顔は信頼と勇気を
生み　夢をかなえる
・ 笑顔は疲れた人には
休養となり　失意の人
には光明　悲しむ人に
は太陽の輝きとなる
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̶ 管内定期情報 ̶
調査項目 調査月 数　値 対前月比 対前年

同月比
資料
提供

小
田
原
市

人　口 5月1日
現　在 186,094 人 108 人 △ 719 人 小

田
原
市世帯数 5月1日

現　在 85,285 世帯 248 世帯 1,034 世帯

箱
根
町

人　口 5月1日
現　在 10,970 人 104 人 △ 67 人 箱

根
町世帯数 5月1日

現　在 6,562 世帯 129 世帯 78 世帯

求
人
求
職
状
況

求人
倍率 4月分 0.81 △ 0.10 0.04

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
田
原

有　効
求人数 4月分 2,567 人 △ 209 人 77 人

有　効
求職数 4月分 3,185 人 120 人 △ 55 人

天 守 閣
入場者数 4月 63,241 人 △ 2,446 人 12,245 人 小田原市

観光協会

【
定
員
】

各
日
25
組
50
名
（
先
着
順
）

【
参
加
料
】

１
組
　
１
０
０
０
円
（
教
材
費

と
し
て
）
当
日
、
受
付
時
に
徴

収
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

持
ち
物

：

そ
ろ
ば
ん
（
各
自
で

ご
用
意
く
だ
さ
い
）・
筆
記
用

具【お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

総
務
課

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

【
お
申
込
】

８
月
19
日（
月
）ま
で
に
当
所
Ｈ

Ｐ（
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
）

か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

切
）

　
そ
ろ
ば
ん
は
、「
計
算
力
」

は
も
と
よ
り
、「
忍
耐
力
」「
集

中
力
」
の
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
効
果
が
期
待
で
き
る
と
ま

た
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
で

は
、
今
夏
、
そ
ろ
ば
ん
を
親
子

で
楽
し
く
学
べ
る
教
室
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
今
こ
そ
、
そ
ろ

ば
ん
！
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

【
開
催
日
】

（
ご
参
加
は
ど
ち
ら
か
１
日
）

８
月
22
日（
木
）・
23
日（
金
）

【
時
間
】

午
前
10
時
〜
12
時

【
対
象
】

小
学
１
年
生
・
２
年
生
と
そ
の

保
護
者

【
場
所
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

２
階
大
会
議
室

（
小
田
原
市
本
町
４

－

２

－

39
）

　
当
所
は
、
小
田
原
箱
根
健
診

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
連
携
し
て
の
定

期
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
健
康
診
断
の
実
施
期
間
は
、

９
月
27
日（
金
）ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
期
間
ま
で
は
、

会
員
特
別
価
格
で
の
受
診
が
可

能
で
す
の
で
ま
だ
受
診
の
申
込

み
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
所
で
、

定
期
健
康
診
断
の
実
施
が
必
要

な
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

期
限
内
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
今
月
号
の
青
年
部
広
報
紙
は
、

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

頂
け
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

青
年
部
担
当

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
㈱
小
田
急
箱
根
で
は
、
毎
年
、

箱
根
登
山
電
車
沿
線
の
あ
じ
さ

い
が
見
ご
ろ
を
迎
え
る
６
月
中

旬
頃
か
ら
、
夜
間
に
ラ
イ
ト
ア

　
か
な
が
わ
労
働
セ
ン
タ
ー
湘

南
支
所
と
小
田
原
市
で
は
、
職

場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
向

け
て
、
自
分
も
相
手
も
大
切
に

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス
」
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

令
和
６
年
８
月
30
日（
金
）

　
当
所
で
は
、
今
年
度
も
「
小

田
原
箱
根
大
博
覧
会
」
と
し
て

小
田
原
箱
根
地
域
の
特
色
や
魅

力
、
商
売
等
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
活
か
し
た
地
域
を
盛
り
上
げ

る
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
地
域
の
将
来
を
担

う
若
い
世
代
の
感
覚
や
価
値
観

を
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し
て
取
り
入

ッ
プ
さ
れ
た
あ
じ
さ
い
を
観
賞

で
き
る
臨
時
運
転
の
座
席
指
定

列
車
「
夜
の
あ
じ
さ
い
号
」
を

運
行
し
て
い
ま
す
。

　「
夜
の
あ
じ
さ
い

号
」
は
あ
じ
さ
い
の

見
ど
こ
ろ
で
徐
行
や

停
車
を
繰
り
返
し
な

が
ら
進
み
、
ゆ
っ
た

り
と
幻
想
的
な
夜
の

あ
じ
さ
い
を
鑑
賞
で

き
る
観
光
列
車
で
、

今
年
は
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
と
と
も
に
６
月
15

日（
土
）〜
６
月
30
日

（
日
）ま
で
運
行
さ
れ

ま
す
。
夜
の
あ
じ
さ

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
会
場
】

お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
　
会
議
室
１
〜
３

【
講
師
】

武
蔵
野
大
学
非
常
勤
講
師
・
公

認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士

望
月
　
由
紀
子
氏

【
対
象
】

労
働
者
、
使
用
者
、
そ
の
他
関

心
の
あ
る
方

れ
る
な
ど
、
地
域
や
各
事
業
所

の
課
題
解
決
、
未
来
創
造
へ
向

け
た
取
組
み
と
し
て
い
き
ま
す
。

　
７
月
に
は
、
２
０
１
９
年
以

来
と
な
る
、
夏
休
み
中
の
小
学

生
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
職
業
体
験
・
企
業
見
学
を
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
所
に
受
け
入
れ

て
頂
く
「
な
り
わ
い
体
験
」
の

ほ
か
、
10
代
〜
20
代
半
ば
の
若

い
号
の
座
席
券
の
購
入
方
法
等
、

そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

二
次
元
コ
ー
ド
か
公
式
サ
イ
ト

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
紫
陽
花
と
い
え
ば
梅
雨
の
時

期
（
６
月
）
が
有
名
で
す
が
、

紫
陽
花
の
見
ご
ろ
は
標
高
差
に

よ
り
移
り
い
く
た
め
、
箱
根
湯

本
駅
か
ら
強
羅
駅
ま
で
の
標
高

差
が
４
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
も

あ
る
箱
根
登
山
電
車
沿
線
で
は

車
窓
に
触
れ
る
ほ
ど
に
咲
き
誇

る
紫
陽
花
を
７
月
ま
で
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
夜
間
の
ご
都
合
が
つ

か
な
い
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

期
間
中
も
箱
根
登
山
電
車
の
通

常
運
行
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
日
中
も
是
非
、
ご
乗
車
く

だ
さ
い
。

【
定
員
】

30
人
（
事
前
申
込
制
・
先
着
順
）

【
受
講
料
】

無
料

【
主
催
】

神
奈
川
県
か
な
が
わ
労
働
セ
ン

タ
ー
湘
南
支
所
、
小
田
原
市

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
】

神
奈
川
県
か
な
が
わ
労
働
セ
ン

タ
ー
湘
南
支
所

☎
０
４
６
３（
22
）２
７
１
１

※
神
奈
川
県
か
な
が
わ
労
働
セ

ン
タ
ー
湘
南
支
所
の
Ｈ
Ｐ
か
ら

も
申
込
可
能
。

者
を
巻
き
込
ん
だ
バ
ス
ツ
ア
ー

の
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
是
非
、
大
博
覧
会
の
取

組
み
に
ご
注
目
い
た
だ
き
、
積

　
当
所
で
は
、
後
継
者
候
補
や

承
継
後
間
も
な
い
経
営
者
の
方

を
対
象
に
、
経
営
を
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
学
び
直
す
こ
と
を
目
的
と

し
た
セ
ミ
ナ
ー
「
第
３
回
小
田

原
・
箱
根
ビ
ジ
ネ
ス
リ
カ
レ
ン

ト
ス
ク
ー
ル
」
を
昨
年
度
に
引

続
き
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
は
、
数
々
の
事
業
承
継

を
円
満
に
取
り
繋
い
だ
実
績
を

持
つ
佐
々
木
文
安
氏
（
中
小
企

業
診
断
士
）。「
全
６
回
を
通
し

て
、
自
社
の
事
業
を
見
つ
め
な

お
し
、
今
後
の
事
業
展
開
を
考

え
る
場
と
し
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
期
待
を
語
り
ま
す
。

　
リ
カ
レ
ン
ト
と
は
、
社
会
人

に
な
っ
た
後
も
必
要
に
応
じ
て

学
校
や
社
会
人
講
座
を
通
じ
て

学
び
直
す
こ
と
を
指
す
も
の
で

極
的
に
参
画
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
情
報
は
大

博
覧
会
Ｈ
Ｐ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

す
。

　
基
礎
知
識
編
で
は
、
自
社
の

現
状
分
析
を
行
い
、
今
後
の
経

営
戦
略
立
案
の
た
め
の
基
本
的

な
考
え
方
を
学
び
、
応
用
編
で

は
、
自
社
の
長
期
経
営
計
画
の

作
成
を
行
い
、
そ
の
実
行
に
向

け
て
プ
ロ
セ
ス
を
学
び
ま
す
。

　
約
３
ケ
月
の
講
習
期
間
を
通

し
て
、
企
業
経
営
に
真
剣
に
取

り
組
む
仲
間
た
ち
と
親
交
を
深

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
学
び

直
し
の
絶
好
の
機
会
で
す
。
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
の
「
セ

ミ
ナ
ー
・
講
習
会
」
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

☎
０
４
６
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「
あ
じ
さ
い
電
車
」

大人気の箱根登山鉄道「夜のあじさい号」

　職場においても熱中症が多発しており、重篤化して死に至るケースが後を
絶ちません。
　厚労省の発表によると、昨年の業務中の熱中症による死傷者の数は1,045
人、うち死亡者は28人でした。熱中症から従業員の命を守るための対策が
必要です。

─ いつもと違うと思ったら、熱中症を疑え! ただちに作業を中止して119番! ! ─
「あれ？何かおかしい。」
　手足がつる、立ちくらみ・めまい、吐き気、汗のかき方がおかしい など
「あの人、ちょっと変。」
　 イライラしている、フラフラしている、呼びかけに反応しない、ボーっとし
ている など

　また、本格的に暑くなる前に“暑さに慣れる”ことが熱中症予防に効果的
です。無理のない範囲で汗をかくことを心がけ、暑さに強い身体を作りま
しょう。
　神奈川県福祉共済協同組合の「ケガ共済５つ星」なら、業務中の熱中症を保
障します。
　詳しくは同封のチラシをご覧ください。

熱中症は予防が大事!
　　　従業員の命を守る対策を!

ケガ共済
５つ星

「
そ
ろ
ば
ん
親
子
体
験
教
室
」
会
員
特
別
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格
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定
期
健
康
診
断

を
開
催（
８
月
22
日
・
23
日
）

親
子
で
そ
ろ
ば
ん
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

今
月
号
の

青
年
部
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報
誌
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（
８
月
30
日
）

（
９
月
４
日
開
講
）
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に
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サ
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テ
ィ
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ス
を
学
ぼ
う
」

箱
根
登
山
鉄
道

を開催
７月から「なりわい体験」を実施

受
講
者
募
集

「
　
小
田
原
・
箱
根
ビ
ジ
ネ
ス

リ
カ
レ
ン
ト
ス
ク
ー
ル
」

第3回

●ドラッカーマネジメント
●ポーター競争戦略、バランス・スコア・カードによる経営戦略
●経営者に必須の計数管理知識など

後継ぎ教育、先送りしていませんか？
マネジメントスクール

■お問い合わせ、資料請求は、下記まで
　詳細は、ＨＰをご覧ください

小田原市城山3丁目25番23号
TEL0465-24-3311 mail : info@enari-brain.com

中小企業に特化！明日の経営者育成を目指す実践経営学

内　容

講　師
受講料 定　員
期　間

税理士・中小企業診断士　  江成　健一
200,000円（税抜）／全20回 10名
2023年4月～2025年2月　随時募集
毎月第2火曜日　18:30～20:30

税理士法人エナリ　（株）ブレイン・スタッフ

「働き方改革」で時間とコストを削減！

社会保険・雇用保険 手続の電子申請をサポート

℡　０４６５－２５－３３６４

社会保険労務士　大石事務所
小田原市鴨宮３８５番地  虹ビル２Ｆ


